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2,3の新有提供殺虫剤 I

Coe,D. H.Hurtig, B.Perry, and E.
Sherlock:Some new organophosphorous
compoundswith'insecticidalproperties･J･
Agr･F90dChe/m･7,251(1959)･

次の3群の何れかに屈する有機卿 ヒ合物が16種類合

成され,その接触剤,燥茶剤及び浸透殺虫剤としての

効力が Schradanと比較試験された.

(1)CH3P(0)(NR′e)2(2)CH3P(0)(NR'2)(OR')

(3)CH3P(0)(OR")2

また温血動物に対する毒性の規準としては確ネズ ミ

に対し LD50250mg/kgが用いられた.

この節別試験の結果 alkylN-dlalkylmethyl･

phosphonamidate類/(2),特に isopropylmethyl-

pllOSphonomorpholidateと n-amylN-diふethyl

mFthylphosもhonamidate が勝れた浸透殺虫作用を

有することが判った.更に後者は接触剤,燥蒸剤とし

ての効果 も有する.'またこの両化合物はいずれも強い

コ･)ンエステラーゼ阻害作用を有する(IN,501×10-7,

4×10~6). た 前ゞ者は温血動物に対す.る憩陸が梢強い

様である (LD5060mg/kg).

これらの化合物が時には Schfadan に匹敵するよ

うな強い殺虫力を有するにも拘らず温血動物に対する

毒性は殆んど紐祝できることは注目に値する.またこ

れら-迎の化合物の構造と殺虫効力の関係については

まだ明碇でないが,この方面の研究を東に進めれば,

より強力な殺虫力を有し,しかも人畜に矩告の理想的

な殺虫剤が発見できるかも知れない. (中島 鹿〕
′
Y

ピレトリン同族体の化学模造と殺虫効力の関係

JifiFarkn言,PavelKoufimaFranti菖ekSorm;
vztahmezichemickoustavbouainsekticidni

●aktivitouvfadさpyrethroidnichlatek.Chemi-

ckelisty,52,688-706(1958)･
1.側鎖に塩素を有する第一菊酸の同族体.Ana一og

kyseliny-chrysanthemove obsallujici chlorove

atomyvpostrannim_fet6zci.つぎのような経路で

2･(8,8･dichlorovinyl)I3,31dimethylcyclopropane

carboxylicacids(Ⅰ)を合成した.このものの a11yl-

rethfOlonecstersのイエバエに対する効力は Irans-

acid の場合 allethrin と同程皮の効力を示した.

(QKC-0.33,Qu:-3･脚)

(cH3)eC-CH2cc13CH0-cc13CH2CH_=C(CH3)2

些 →cc73CH(OCOCH･,)CH_-C(CH3)2旦竺→

C12C-CHCH-C(CH3)2

cc12-CHCH-C(CHl)2
､ ＼/

CH

N2CHCOOEt,Cu

COOH (I)
trans･acidmp.95-6.5o
cis-acid mp.88-y

R2

T

ニ /-clト や-O-I

R' 去,
(ⅠⅠ)

蛋:ラ-cH-C<…;

Rl 血 )/

R空
/

?:-I,･-cll-,cI
RI cHR3

1
COOH

(ⅠⅤ)

Il.芳香族基を有㌻

る第一菊酸の同族体.

Analogy kyseliny

chrysanthemoveob-

,sahujici arylovou
sknpinu･ Grign,ard

反応によって得られた

Ⅱ を脱水して ⅠⅠⅠを得,

これに ethyldiazo･

acetateを作用させて

芳香族基を有する第-

菊酸の同族体 ⅠⅤ を得

た.このものゝallyト

Tethroloneestersの

イエバエに対する効力

,はつぎの通りである.

なお

QKC-KCioc:ll;tettrin･QLC-LCfScellfte::in

である. 〔高原弘和〕
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